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 本章の目的は、2011 年 6 月に発表された国連の『世界人口推計：2010 年改正（World 
























                                                  
1 現在、全世界 230 カ国で人口センサスが実施されており、その多くで 2010 年に人口セン
サス調査が実施された。これら人口センサスは現在（2012 月時点）で集計・整理の過程に
あり、その結果の公表は 2012 年後半になる見込みであり、国連の人口推計に反映されるの
は次回 2012 年改正版（2013 年発表）になる。 




世界人口は 1950 年の 25 億 3,223 万人から 1980 年に 44 億 5,301 万人、2010 年には
68 億 9,589 万人に増加した。2011 年 10 月末に世界人口は 70 億人に達し、世界中で多
くの式典が開催されたことは記憶に新しい。国連は、世界人口の増加が今後も続き、







これによれば、21 世紀中世界人口の増加が続き、2100 年には 101 億 2,493 万人に達す
る4。 
ただし、世界人口の人口増加率は時間とともに低下傾向をたどってきた。世界の人口
増加率（前年比）は、1967～71 年の 2.1％をピークに低下に転じ、1990 年に 1.7％、
2010年には1.1％に低下した。この傾向は今後も続き、2050年は0.4％、2100年は0.05％
となると見込まれている。 
                                                  
3 前回の推計（2008 年版）の 91 億 4,998 万人から 1 億 5,614 万人上方修正された。 
4 2008 年版では 2100 年の推計人口を示しているわけではないが、そのトレンドを延長す
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地域（Less developed regions）」に区分し、さらに「途上地域」を「低開発国（Least 
developed countries）5」と「低開発国を除く途上地域（Less developed regions, 
excluding least developed countries）」に区分している 。この 3 つの区分による人口







その水準はまだ高い。ちなみに 2010 年の「先進地域」の人口増加率は 0.4％、「低開発
国を除く開発途上地域」は 1.2％である。 
 
「低開発国」の人口は 1950 年の 1 億 9,609 万人から 1980 年に 3 億 9,377 万人、2010
年には 8 億 3,233 万人に増加した。「低開発国」の人口は今後も高い増加率を示す見込
                                                  
5 低開発国は 48 カ国であり、うちわけはアフリカが 33 カ国、アジアが 9 カ国、オセアニ

















みであり、2050 年に 17 億 2,647 万人、2100 年には 26 億 9,052 万人となり、同期間
に世界人口に占める比率は 2010 年の 12.1％から 2100 年には 26.6％に上昇する。 
一方、「先進地域」の人口は、1950 年の 8 億 1,119 万人から 1980 年に 10 億 8,109 万
人、2010年には 12億 3,590万人に増加したものの、人口増加率は同期間に 1.2％、0.6％、
0.4％と低下した。これに伴い、同地域の世界人口に占める割合は 32.0％から 24.3％、
19.4％へ急速に低下した。今後も「先進地域」の人口増加率は低下し、人口は 2052 年
の 13 億 1,173 万人をピークに減少に転じる。 
ちなみに 2008 年版で「先進地域」の人口が減少に向かうとしていたのは 2035 年頃
であり、2008 年版に比べて 20 年ほど遅くなった。これは、2010 年版において「先進
地域」の出生率が上昇に向かうというシナリオに変更されたことを反映している。また、
「先進地域」の人口増加率は 2069 年にプラスに回復し、2100 年の人口は 2010 年より
も約 1 億人多い 13 億 3,479 万人に達する。 
他方、多くの東アジア諸国を含む「低開発国を除く途上地域」の人口は、1950 年の
15 億 2,495 万人から 1980 年に 29 億 7,815 万人、2010 年には 48 億 2,766 万人に増加
した。1960～70 年代に高水準にあった人口増加率は 1967～1970 年の 2.6％をピーク
に、1990 年に 2.1％、2010 年には 1.4％に低下した。人口増加率は今後も低下し、2065
年以降マイナスに転じる。「先進地域」とは異なって同地域の人口増加率は 21 世紀中プ




























                                                  
6 また人口大国である中国の人口変化の影響を排除するために「中国を除く開発途上地域
（Less developed regions, excluding China）」という区分を設けている。 


























































東アジアの人口は、1950 年の 8 億 3,414 万人から 1980 年に 15 億 1,765 万人、2010
年には 21 億 3,822 万人に増加した。人口増加率が最も高かったのは 1968 年で、それ
は 2.7％と世界平均の 2.1％を大幅に上回った。しかし、1970 年代以降、東アジアの人




は 2100 年までプラスに回復せず、その人口は 2034 年の 23 億 315 万人から 2100 年に
は 17 億 8,862 万人へ減少する。 
東アジアで最も早く人口減少社会に転じたのは日本であったが、中国は 2027 年から、





世界レベルの合計特殊出生率は、1950～55 年の 4.95 から 1980～85 年に 3.59、2005
～10 年には 2.52 に低下した。 
「先進地域」の合計特殊出生率は、1950～55 年に 2.81 とすでに低水準にあったが、





合計特殊出生率が著しく低下したのは「途上地域」であった。1950～55 年は 6.07 と
高水準にあったものの、1980～85 年に 4.16、2005～10 年には 2.68 に低下した。もち
ろん「低開発国を除く途上地域」と「低開発国」でトレンドは大きく異なる。「低開発
国を除く途上地域」では、合計特殊出生率は 1950～55 年の 6.01 から 1980～85 年に













推計を実施してきた7。たとえば、2006 年版や 2008 年版では、2050 年までに合計特殊
出生率が 1.85 に収斂する「中位推計（medium variant）」、2.35 に収斂する「高位推計













（出所）UN, World Population Prospects: The 2010 Revision
(年）
92 
（high variant）」、1.35 で収斂する「低位推計（low variant）」の３つのシナリオを柱
とし、その他に、出生率が現在の水準で推移する「出生率固定推計（constant-fertility 
variant）」、現在の人口増加率が保たれる「人口増加率固定推計（constant growth-rate 
variant）」の計 5 本のシナリオを作成していた。 
これに対し、2010 年版は、収斂する合計特殊出生率の水準を引き上げ、収斂する期




上記の 3 つの推計のほかに、出生率が 2005～10 年の水準で推移する「出生率固定推
計」、出生率が即座に人口置換水準となる「出生率人口置換水準推計」、死亡率が 2005













                                                  
8 収斂に向けた出生率の変化については、ワシントン大学の統計社会科学センターの確率論
的推グループの協力を得て、「確率論的方法（probabilistic method）」を用いた。詳細は
Adrian E. Raftery ほか［2009］White Paper: Probabilistic Projections of the Total 
Fertility Rate for All Countries for the 2010 World Population Prospects を参照。 
出生率 死亡率 国外人口移動
低位推計 低位 普通 普通
中位推計 中位 普通 普通
高位推計 高位 普通 普通
出生率固定推計 2005-10年値で不変 普通 普通
人口置換値推計 2010-15年に移行 普通 普通
死亡率固定推計 中位 2005-10年値で不変 普通
出生率・死亡率固定推計 2005-10年値で不変 2005-10年値で不変 普通
封鎖推計 中位 普通 2010-15年から人口移動なし









年の 4.41 から 2045～50 年は 2.76、2095～2100 年は 2.13 に低下するのに対し、「先進
地域」の合計特殊出生率は、2005～10 年の 1.66 から 2045～50 年に 1.97、2095～2100
年には 2.07 に上昇する。他方、「低開発国を除く途上地域」の合計特殊出生率は 2060
年代まで低下し続けるものと見込まれており、2050～55 年には 2.0 を下回る。この時
点で、「低開発国を除く途上国」の出生率は「先進地域」の水準を下回ることになる。
この見通しは、現実的なシナリオといえるのか。検討が必要である。「低開発国を除く
途上国」の合計特殊出生率は、2070～75 年以降上昇し、2100 年には 1.97 となるが、















先進地域よりも東アジアとなる。2005～10 年の合計特殊出生率は日本が 1.32 であるが、
NIES は 1.21 とさらに低い。そのほか、中国が 1.64、ASEAN4 が 2.36、CLMV が 2.07
である。CLMV の出生率が ASEAN4 よりも低いのは、人口規模の大きいベトナムとミ
ャンマーの出生率がそれぞれ 1.89、2.08 と低水準にあるからである。 
東アジアの合計特殊出生率は、2020～25 年頃から上昇に向かうが、その回復力は先
進国よりも弱く、2100 年にも 1.98 と 2 を下回るシナリオとなっている。各国別にみれ
ば、東アジアの出生率のトレンドは 2 つ地域に区分される。日本と NIES、中国、タイ、
ベトナム、ミャンマーついては、現時点で合計特殊出生率が人口置換水準を下回ってい





の合計特殊出生率は、2045～50 年に、それぞれ 1.84、1.78 に上昇し、2095～2100 年










わが国の最も新しい将来人口推計は、2012 年 1 月に国立社会保障・人口問題研究所
が発表した「日本の将来人口推計（平成 22 年～平成 72 年）」である。この中位推計で
は、合計特殊出生率は、2010 年から 2014 年は概ね 1.39 で推移し、2024 年にかけて




2060 年の日本の人口について、国連が 1 億 324 万人と見込んでいるのに対し、国立
社会保障・人口問題研究所の推計は 8,674 万人と 1,650 万人も少ない。この水準は国連
の低位推計の 8,687 万人に近い。 
タイの場合も同様である。2007 年 10 月に国家経済社会開発庁（NESDB）が発表し
た「タイの人口推計（2000-2030）」において、中位推計では合計特殊出生率が 2000-05
年の 1.81から 2025-30年に 1.35に急速に低下すると見込んでいた（NESDB［2007］）。
これは国連の低位推計よりも低い水準である。2030 年のタイの人口を国連が 7,332 万
人と見込んでいるのに対し、NESDB は 7,063 万人としている。これも国連の中位推計


















③5～14 歳、④15～24 歳、⑤15～59 歳、⑥15～64 歳、⑦60 歳以上、⑧65 歳以上、⑨
80 歳以上。このうち、②0～14 歳は「年少人口」、⑥15～64 歳は「生産年齢人口」、⑧
65 歳以上は「高齢人口」として、最も分析によく使われる区分である10。 
以下、「年少人口（0～14 歳）」、「生産年齢人口（15～64 歳）」、「高齢人口（65 歳以
                                                  
10 この 3 つの区分も再定義が必要かもしれない。実際の労働市場への参入時期や定年を考



















は、1950 年代から 1960 年代半ばまで上昇した後、1965 年の 37.8％から 1980 年に
35.3％、2010 年には 26.8％に低下した。 
「先進地域」の年少人口比率は 1950 年に 27.3％と、すでに低水準にあったが、その
後さらに低下し、1980 年に 22.5％、2010 年には 16.5％となった。ただし、前述のよ
うに「先進地域」では、出生率の回復を基本シナリオとしているため、2050 年は 16.6％、
2100 年は 16.9％と若干上昇する。 
他方、「途上地域」は、1965 年の 42.0％から 1980 年に 39.4％、2010 年には 29.0％
と低下した。「低開発国を除く途上地域」と「低開発国」では、比率の変化の程度が大
きく異なる。「低開発国を除く開発途上地域」の年少人口比率は、1965 年の 41.8％か
ら 2010 年に 27.1％と、14.7％ポイントも低下したのに対し、「低開発地域」の比率は
同期間に 43.7％から 40.1％と 2.6％ポイントの低下に過ぎなかった。 











出生率の上昇により 1970 年には 57.2％に一時低下した。その後は上昇傾向をたどり、
2010 年は 65.6％となった（図表８）。 
 
生産年齢人口比率の上昇は「途上地域」で顕著である。「途上地域」の生産年齢人口
比率は、1970 年の 58.5％から 2010 年は 65.2％と 6.7％ポイント上昇した。とくに「低
開発国を除く途上地域」では、生産年齢人口比率は同期間に 58.9％から 66.7％に上昇
し、その上昇幅は 7.8％とさらに大きい。これに対して、「低開発地域」の生産年齢人口



















































世界レベルでの高齢化率（65 歳以上の人口比率）は、1950 年においては 5.2％でし







と、「先進地域」の高齢人口は 1 億 9,704 万人にあるのに対し、「途上地域」はその 1.7
倍の 3 億 2,732 万人である。いまや高齢化は世界全体で取り組むべき課題であり、「地
球高齢化（Global Ageing）」として議論されるようになってきた（UN［2007］）。 
国連の将来人口推計によれば、世界の高齢化率は 2039 年に 14％を超える。その後も
上昇を続け、2100 年には 22.3％に達する。そのなかで「先進地域」の高齢化率は 2050
年に 25.7％、2100 年には 27.0％と高水準で推移する。他方、「低開発国を除く途上地
域」の高齢化率は、2050 年に 16.8％、2100 年には 24.2％と急上昇し、21 世紀末には
「先進地域」の水準と遜色がなくなる。これに対し「低開発国」の高齢化率は 2050 年





















速すると見込まれ、2050 年に 23.8％に上昇し、2060 年には「先進地域」の水準を上回
り、2100年には27.9％の高水準となる。「低位推計」では、高齢化率は2050年が27.3％、
2100 年が 38.1％とさらに高まる。 
2010年の高齢化率を国・地域別にみると、日本が22.7％と最も高いが、NIESが11.0％、
中国が 8.2％とすでに高齢化社会に移行している。ASEAN4 の高齢化率は 5.6％と低い
が、これは高齢化率の高い国と低い国が混在しているためで、そのなかではタイの高齢
化率が 8.9％と群を抜いて高い。CLMV の高齢化率もまだ 5.5％と低く、ASEAN4 とほ
ぼ同水準である。 
国連の将来人口推計によれば、東アジア全域で高齢化が進む。2050 年の高齢化率は、






















（出所）United Nations, World Population Prospects: the 2010 
（％）
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位推計で推移したとすると、2050 年の高齢化率は 27.3％と中位推計より 3.5％ポイン
ト高くなる。東アジアの高齢化の影響を考える際には、中位推計だけでなく低位推計も
考慮に入れておくべきである。 
東アジアの高齢人口は 2010 年に 1 億 8,048 万人で、これは世界の 34.4％を占めてい
る。内訳をみると、中国が 1 億 985 万人と最も多く、ASEAN4 も 2,421 万人と日本の
2,871 万人とほぼ同等の規模を有している。 
2050 年には東アジアの高齢人口は 5 億 3,195 万人に増加する。日本が 3,860 万人と
なるのに対し、中国は日本の 8.6 倍の 3 億 3,120 万人、ASEAN4 は同 2.5 倍の 9,751
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